
 （１）研究内容 

① 研究テーマとテーマ設定の理由 

    「確かな学力を育てる～本気の課題に向き合い、未来を『そうぞう』する～」とは 

子供たちが学びの主体者として、「～したい！」「～してみたい！」という思いから本気の課題を設定し、 

探究していくことこそが主題である「確かな学力」の結節点になる。変化の激しい時代において、目睫にあ 

る問題に目を向けて課題をもつ力を付けるためには生活科や総合的な学習の時間の力は必要不可欠である。 

研究３年目ということで、１年目に作成した単元配列表と全体計画、２年目に行った単元を構想し作成した 

年間指導計画を活用し、さらにブラッシュアップしながら研究を進めてきた。昨年度末に本年度に向けた 

振り返りを模造紙で可視化したところ、上記にもあるように「教師主導の課題設定となっている」「他人事・ 

方向性が見えない」「地域との連携の難しさ」等が課題として浮き彫りになってきた。このことから、本校 

では、育成を目指す資質・能力として、「学んだ知識や技能や体験から見つけた課題に向き合い、創造力や 

想像力を発揮して解決しようとする児童の育成」を据えた。先ずは、教師主導の課題設定ではなく、体験 

活動の中で見つけたことや疑問に思ったこと等から本気で向かえる課題を設定し、主体的に解決できるよ 

う次は何をするのか見通しをもって進めていけるよう年度当初に年間指導計画をベースに単元づくりを 

行った。さらにそこで得たものが今後の生活に生きて働くものとなるよう、教師がどのような手立てを講 

じていけばよいのか明らかにしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 研究組織 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・低、中、高、個別の４つのブロックに分かれて行う。 

低学年部会・・・☆黒瀧、根岸、☆柴﨑、花岡、清水 

中学年部会・・・須田、◎門脇、岸本、☆齋藤、桑原 

高学年部会・・・林、☆奥澤、杉山、☆梅村、☆牧野 

個別(総合)部会・・・☆櫻内、福島、小松、教頭、〇野末 

 

研究主題に示した「確かな学力を育てる」の具現化に向けて、昨年度から「単元配列表の見直し、活 

動の流れ、単元構想・単元の指導計画・評価計画、授業実践」という段階で研究に取り組んできた。今 

年度もその過程を通して、確かな学力を身に付けながら、目指す子供の姿に迫っていく。本校では、生 

活科・総合的な学習の時間の研究３年目に入り、１・２年目と積み重ねてきた研究を基に発想から授業 

実践までの過程の手筈を丁寧に踏みながら且つ本校の子供たちや教職員の実態等を分析し実践に反映さ 

せてこそ意味のあるものとなる。その現状から、研究内容については、実践の拠り所となる学習指導要 

領の項目に沿って整理していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究全体会 

研究推進委員会 

◎推進委員長 

〇副委員長 

☆研究推進部員 

授業研究部 

生活部会 個別(生活・総合)部会 総合(中)部会 総合(高)部会 

板書方法部 



生活科の目標 

  具体的な活動や体験を通して、身近な生活に関わる見方・考

え方を生かし、自立し生活を豊かにしていくための資質・能力を

次の通りに育成することを目指す。 

１ 活動や体験の過程において、自分自身、身近な人々、

社会及び自然の特徴やよさ、それらの関わり等に気付

くとともに、生活上必要な習慣や技能を身に付けるよ

うにする。【知識及び技能の基礎】 

２ 身近な人々、社会及び自然を自分の関わりで捉え、自

分自身や自分の生活について考え、表現することがで

きるようにする。【思考力、判断力、表現力等の基礎】 

３ 身近な人々、社会及び自然に自ら働きかけ、意欲や自

信をもって学んだり生活を豊かにしたりしようとする

態度を養う。【学びに向かう力、人間性等】 

③ 研究構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

確かな学力を育て、豊かな人間性を培う 

〇自分が好き 〇なかまが好き 〇栄が好き 

  ～ウェルビーイングを実現し、児童・保護者・地域に信頼される学校づくりの推進～ 

 

総合的な学習の時間の目標 

 自分と地域の人・もの・こととの関わりについて、探究活動を通

して、総合的に追究する方法を身に付け、そこにある課題を主体的

に見出し、仲間と協力して問題解決するとともに、自己のあり方や

生き方を見つけようとする態度を育てる。 

１ 探究的な学習過程において、これまでに身に付けた資

質・能力を生かしながら、課題の解決に必要な知識及び

技能を身に付け、課題に関わる概念を形成し、探究的な

学習のよさを理解するようにする。【知識及び技能】 

２ 実社会や実生活の中から問いを見いだし、自分で課題を

立て、様々な方法で集めた情報を整理・分析し、各教科

で身に付けた資質・能力を生かしてまとめ・表現するこ

とができるようにする。【思考力、判断力、表現力等】 

３ 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、自

分や仲間のよさを生かしながら、積極的に社会に参画し

ようとする態度を養う。【学びに向かう力、人間性等】 

②単元構想 

材を設定し、その意義について学年で共通理解を図りながら、それぞれの学級の子供の思い・願いに沿っ

て課題の設定を行い、単元を構想していく。 

① 単元配列表と年間指導計画の見直し 

昨年度に作成した単元配列表の繋がりと年間指導計画を４月に確認し、単元全体を俯瞰した。 

③小単元構想(活動の流れ、単元の指導計画・評価計画の作成) 

小単元ごとに課題設定→情報収集→整理・分析→まとめ・表現のスパイラルを基に内容を具体的に練って

いった。目指す子供のビジョン実現に向けて、子供の思考を想定しながら進めた。 

④授業の実践 

小単元ごとに立てた課題の実現するために、その都度、子供たちの姿を見取りながら手立てを考え１時間

１時間の授業に取り組む。 

「確かな学力を育てる～本気の課題に向き合い 未来を『そうぞう』する～」 

【生活科・総合的な学習の時間で目指す子供の姿】 

・必要感、切実感をもつ子（入口を子供たちを中心に置いて決める） 

・主体的に学ぶ子（過程を思いっきり楽しむ） 

・自分の生き方に活かす子（その続きもわくわくする） 



④ 全体計画（生活科） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（総合的な学習の時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


